
『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

・
江
戸

―
―
西
鶴
と
貞
享
期

の
読
者
の
三
都
意
識
を
め
ぐ

っ
て
―
―

森

田

一
、

は
じ
め

に

『色
里
三
所
世
帯
』
（貞
享
五

・
王
ハ
八
八
年
六
月
刊
）
は
、
従
来
よ
り
、
西
鶴
存
疑
作
と
し
て
、
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
が
、
貞
享
期

Ｔ
」
こ
で
は
、
後
述
す
る
王
ハ
八
四
～
王
ハ
八
八
年
の
西
鶴
多
作
期
を
さ
す
）
の
読
者
と
作
家
の
関
係
か
ら
、
京
都
、
大
坂
、
江
戸
の
三
都
意
識

を
分
析
す
る
に
は
、
面
白

い
作
品
と
言
え
る
。

本
書
は
、
京
都
、
大
坂
、
江
戸
の
三
都
を
舞
台
に
好
色
遍
歴
を
展
開
し
な
が
ら
、
主
人
公
外
右
衛
門
が
江
戸
で
好
色
の
果
て
の
問
死
を

と
げ
る
と
い
う
構
成
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

主
人
公
外
右
衛
門
は
な
ぜ
、
「江
戸
」
で
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、
同
年
刊
行
の

『
日
本
永
代
蔵
』
の
最
終
章
で
は
、
「人
の
す
み
か
も
三
ヶ
の
津
に
極
ま
れ
り
」
と
し
な
が
ら
も
、
理
想
と
す
べ

き
商
人
の
姿
と
し
て
か
か
げ
る
三
夫
婦
世
帯
は
、
「京
都
」
に
住
ん
で
い
る
。
な
ぜ
、
商
人
の
町
、
「大
坂
」
で
は
な
い
の
か
。

右
の
矛
盾
に
対
す
る
素
朴
な
疑
間
は
、
単
に

『色
里
三
所
世
帯
』
が
西
鶴
作
か
否
か
と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
家
西
鶴
と
貞
享

『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

・
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五

也



『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

。
大
坂

・
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
エ
ハ

期
の
読
者
と
の
関
係
か
ら
考
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
本
論
考
で
は
、
『色
里
三
所
世
帯
』
を
視
座
と
し
て
、
西
鶴
の
貞
享
期
作
品
を
と
り
あ
げ
、
西
鶴
と
読
者
の
関
係
を
三
都
意

識
か
ら
解
明
し
よ
う
と
以
下
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
貞

享

期

の
西
鶴
作

品

さ
て
、
『色
里
三
所
世
帯
』
の
分
析
に
入
る
前
に
、
貞
享
期
の
西
鶴
作
品
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

衆
知
の
ご
と
く
、
西
鶴
の
散
文
学
に
お
け
る
デ
ビ

ュ
ー
は
天
和
二
年
の

『好
色

一
代
男
』
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
々
年
の
天
和
四

（
一

六
八
四
）
年
の
二
月
に
は
貞
享
に
改
元
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
年
に
西
鶴
の

『諸
艶
大
鑑
』
す
な
わ
ち
、
『好
色
二
代
男
』
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
以
降
の
西
鶴
は
、

貞
享
二
年
…
『西
鶴
諸
国
は
な
し
』
、
『椀
久

一
世
の
物
語
』
、
浄
瑠
璃
で
は

『暦
』
『凱
陣
八
島
』
。

貞
享
三
年
…
『好
色
五
人
女
』
、
『好
色

一
代
女
』
、
『本
朝
二
十
不
孝
』
。

貞
享
四
年
…
『男
色
大
鑑
』
、
『懐
硯
』
、
『武
道
伝
来
記
』
。

貞
享
五
年
…
『
日
本
永
代
蔵
』
、
『武
家
義
理
物
語
』
、
『嵐
は
無
常
物
語
』
、
『好
色
盛
衰
記
』
、
２

六
八
八
年
）
『新
可
笑
記
』
、
及
び

『色
里
三
所
世
帯
』
。

と
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

浮
世
草
子
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
絞
れ
ば
、
西
鶴
は
こ
の
貞
享
期
に
、
実
に
そ
の
作
品
数
の
五
割
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
す
な

わ
ち
、
貞
享
期
は
い
わ
ゆ
る
、
作
家
西
鶴
と
し
て
の
多
作
期
で
あ
り
、
円
熟
期
に
あ
た
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
並
は
ず
れ
た
制
作
ス
ピ
ー
ド
に
疑
念
が
お
こ
り
、
西
鶴
代
作
者
説
、
共
同
執
筆
と
い
う
方
法
か
ら
西
鶴
工
房
説
が
生

ま
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
も
衆
知
な
こ
と
で
あ
る
。



そ
の
点
に
つ
い
て
、
谷
脇
理
史
氏
は
、
と
く
に
貞
享
三
年
の
西
鶴
に
つ
い
て
、

貞
享
三
年
の
後
半
期
に
西
鶴
は
、
な
ぜ
突
然
の
よ
う
に
こ
れ
程
多
量
の
作
品
を
書
い
た
の
か
、
又
、
書
け
た
の
か
―
―
こ
の
問
題
に
答
え
る
こ
と

は
比
較
的
簡
単
で
あ
ろ
う
。
（中
略
）
西
鶴
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
俳
諧
や
浄
瑠
璃
に
対
す
る
情
熱
を
失
っ
て
い
る
反
面
、
コ

代
男
』
以
後
の
小
説

が
好
評
を
博
し
て
い
る
の
が
、
貞
享
三
年
の
時
点
で
あ
る
か
ら
、
小
説
執
筆
に
最
も
情
熱
を
そ
そ
げ
る
主
体
的
な
条
件
は
十
分
に
整
っ
て
い
た
わ
け

で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
時
期
の
西
鶴
が
意
欲
的
に
創
作
を
行
お
う
と
す
る
第

一
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
コ

代

男
』
刊
行
後
す
で
に
四
年
、
も
は
や
浮
世
草
子
界
の
第

一
人
者
゛
あ
る
西
鶴
に
、
売
れ
る
作
品
の
執
筆
を
依
頼
す
る
書
肇
の
要
請
も
又
、
西
鶴
の
書

く
意
欲
を
刺
激
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
十
分
推
測
出
来
る
所
で
も
あ
る
。

と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
電

」ゝ
の
時
期
に
こ
そ
、
西
鶴
の
円
熟
味
が
あ
る
の
で
あ
り
、
作
家
と
読
者
と
の
関
係
も
も

っ
と
も
有
効
に

機
能
し
た
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
は
同
感
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
作
家
西
鶴
の
活
躍
し
た
、
貞
享
五
年
ま
で
の
貞
享
期
と

し
て
考
え
た
い
。

ま
た
、
京
都
、
大
坂
、
江
戸
の
三
都
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
の
時
期
の
西
鶴
作
品
に
書
卑
の
要
請
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
も
注
目
で
き
る
。
西
鶴
作
品
が
大
坂
版
か
ら
、
江
戸
と
大
坂
版
に
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
三
都
版
に
移
行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

貞
享
二
年
…
『諸
艶
大
鑑
』
（大
坂
）
『西
鶴
諸
国
は
な
し
』
、
（大
坂
）
『椀
久

一
世
の
物
語
』
（大
坂
）。

貞
享
三
年
…
『好
色
五
人
女
』
（江
戸

・
大
坂
）、
『好
色

一
代
女
』
（大
坂
）、
『本
朝
二
十
不
孝
』
（江
戸

・
大
坂
）。

貞
享
四
年
…
『男
色
大
鑑
』
（大
坂

ｏ
京
都
）、
『懐
硯
』
（刊
記
な
し
）、
『武
道
伝
来
記
』
（江
戸

・
大
坂
）。

貞
享
五
年
…
『
日
本
永
代
蔵
』
（京
都

。
江
戸

。
大
坂
）、
『武
家
義
理
物
語
』
（京
都

・
江
戸

。
大
坂
）、
『嵐
は
無
常
物
語
』
（版
一匹
、
『色

里
三
所
世
帯
』
（大
坂
）
『好
色
盛
衰
記
』
（江
戸
。
大
坂
）、
『新
可
笑
記
』
（江
戸

。
大
坂
）。

す
な
わ
ち
、
事
象
面
か
ら
だ
け
で
も
、
西
鶴
と
書
卑
が
意
図
的
に
上
方
を
脱
し
て
、
読
者
を
江
戸
に
も
求
め
よ
う
と
し
た
行
為
の
あ
ら

『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

ｏ
大
坂

ｏ
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七



『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

・
江
戸

わ
れ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

二
八

三
、
三
都

と
色

里
評
判

記

さ
て
、
そ
の
よ
う
に
西
鶴
の
貞
享
期
に
お
い
て
、
三
都
と
読
者
の
関
係
が
重
要
視
で
き
る
中
で
成
立
し
た
、
『色
里
三
所
世
帯
』
は
面

に日
い
±７
覆
と
い
え
よ

つヽ
。

こ
こ
で

『色
里
三
所
世
帯
』
で
あ
げ
る

「
三
所
」
す
な
わ
ち
、
ヨ
一都
」
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
三
所
と
は
江
戸
時

代
通
じ
て
の
三
大
都
市
、
京
都

・
大
坂

・
江
戸
で
あ
る
が
、
当
時
の
西
鶴
の
読
者
に
と

つ
て
は
、
京
都
の
島
原

・
大
坂
の
新
町

・
江
戸
の

吉
原
と
い
う
三
都
の
遊
里
を
狭
義
に
さ
し
て
い
る
と
い
う
期
待
が
あ
る
。
特
に

「色
里
」
と
あ
る
以
上
、
当
然
で
あ
る
。

当
時
、
三
都
の
遊
里
比
べ
が
、
浮
世
草
子
の
読
者
た
ち
の
耳
目
を
ひ
く
話
題
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。

・
京
の
女
郎
に
、
江
戸
の
張
を
、
も
た
せ
、
大
坂
の
揚
屋
で
、
あ
は
ば
、
此
上
、
何
か
有
る
べ
し
。
亀
好
色

一
代
男
』
巻
六
の
六
）

・
目
前
の
喜
見
城
と
は
、
よ
し
原

・
島
原

・
新
町
、
此
三
箇
の
津
に
ま
す
、
女
色
の
あ
る
べ
き
や
。
亀
諸
艶
大
鑑
』
巻

一
の
一
）

。
さ
れ
ば
さ
る
人
、
長
崎
の
寝
道
具
に
て
、
京
の
上
薦
に
、
江
戸
の
は
り
を
も
た
せ
、
大
坂
の
九
軒
町
に
て
遊
び
た
し
と
、
ね
が
ひ
し
と
か
や

亀
難
波
鑑
』
巻
二
　
延
宝
八
年
）

こ
の
よ
う
に
三
都
の
遊
里
は
無
造
作
に
そ
の
特
性
が
あ
げ
ら
れ
、
読
者
を
納
得
さ
せ
る
の
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ

ろ

つヽ
か
。

デ
ー
タ
主
義
か
ら
言
え
ば
、
粋
人
た
ち
が
実
際
に
三
都
の
遊
里
体
験
を
行

い
、
そ
の
共
通
認
識
か
ら
得
た
結
論
と
言
え
る
で
あ
ろ
う

が
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
経
験
が
可
能
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

な
る
ほ
ど
、
『好
色

一
代
男
』
の
世
之
介
や

『色
里
三
所
世
帯
』
の
外
右
衛
門
は
、
右
を
可
能
に
し
た
実
践
派
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ



は
、
莫
大
な
財
産
を
持

っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
、
つ
ま
り
、
非
現
実
的
な
夢
物
語
な
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
読
者
が

歓
迎
し
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

仮
に
経
済
的
な
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
せ

っ
か
く
馴
染
み
の
大
尽
客
と
な
り
な
が
ら
、
三
都
の
遊
里
制
覇
の
た
め

に
、
ま
た
新
し
い
遊
里
に
お
も
む
き
、　
一
か
ら
出
直
す
と
い
う
こ
と
は
、
大
尽
の
在
所
や
馴
染
み
の
大
夫
と
の
関
係
な
ど
を
考
え
れ
ば
、

常
識
的
に
は
あ
り
得
な
い
体
験
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
か
の

『色
道
大
鏡
』
の
藤
本
箕
山
を
し
て
も
な
か

っ
た
と
言
う
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
は
全
否
定
す
べ
き
仮
定
と
い
え
よ
う
。

そ
う
な
る
と
、
架
空
世
界
と
言
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
読
者
た
ち
も
他
か
ら
情
報
を
得
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
場
合
、　
一
番
に
思
い
当
た
る
の
は

『遊
女
評
判
記
』
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
て
、
い
ざ

一
書
に
あ
る
三
都
の
遊
女
の
比
較
と
な

る
と
そ
う
は
言
え
な
く
な
る
。

そ
こ
で
、
本
論
考
末
に
付
し
た

「遊
女
評
判
記
と
三
都
の
関
係
」
の
表
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
そ
こ
に
も
注
を
付
し
た

が
、
野
間
光
辰
氏

『初
期
浮
世
草
子
年
表
』
所
収

『近
世
遊
女
評
判
記
年
表
』
お
よ
び
西
山
松
之
助
氏

『遊
女
』
よ
り
私
が
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。

『遊
女
評
判
記
』
そ
の
も
の
は
、
寛
永
十
八
年
以
前
か
ら
あ

っ
た
が
、
今
回
、
三
都
と
し
た
た
め
、
三
都
の
い
わ
ゆ
る
三
大
遊
里
の
成

立
年
次
を
加
え
た
。
特
に
大
坂
新
町
は
諸
説
あ
り
、
※
と
し
た
。
寛
文
十
二
年
以
前
に
大
坂
が
散
見
で
き
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

そ
の
付
表
に
よ
れ
ば
、
京
都
島
原
、
江
戸
新
吉
原
、
大
坂
新
町
の

『遊
女
評
判
記
』
が
出
揃

っ
て
も
、
三
都
を
比
較
し
た

『遊
女
評
判

記
』
が
貞
享
年
間
ま
で
に
出
版
さ
れ
て
い
な
い
の
が
わ
か
る
。

延
宝
六
年
に

『色
道
大
鏡
』
の
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
本
書
を

「諸
国
」
と
分
類
し
た
よ
う
に
、
巻
十
二
、
十
三

「遊
廓
図
」
に
、
他

の
遊
廓
と
と
も
に
三
都
の
遊
里
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
取
り
立
て
て
、
三
都
の
遊
里
の
比
較
を
目
的
と
し
て
い
な

『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

ｏ
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九



『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

。
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一〇

い
作
品
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

天
和
二
年

『恋
慕
水
鏡
』
を
あ
げ
る
が
、
野
間
光
辰
氏
が

『近
世
遊
女
評
判
記
年
表
』
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
従

っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
山
の
八
の
浮
世
草
子
と
も
仮
名
草
子
と
も
い
え
る
作
品
で
あ
る
。
巻

一
の
諸
分
秘
伝
書
に
続
く
、
巻
二
、
巻
三
が
三
都
の
遊
女
を

あ
げ
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
取
り
上
げ
方
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
し
も
同
年
刊
行
の

『好
色

一
代
男
』
の
方
が
三
都
の
比
較
意
識
が
あ
る
と

い
え
よ
う
。

そ
の
後
は
、
『諸
国
色
里
案
内
』
ま
で
な
い
。
野
間
光
辰
氏
の

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（岩
波
書
店
）
に
書
か
れ
た
解
題
に
よ
れ

ば
、
『諸
国
色
里
案
内
』
は
全
二
冊
。
空
色
軒

一
夢
序
。
貞
享
五
年
正
月
、
京
都
吉
田
六
兵
衛

・
い
せ
屋
市
郎
兵
衛
刊
。
元
禄
五
年
、
同

九
年
の

『書
籍
目
録
』
に
は
、
「色
里
案
内
者
」
ま
た
は

「色
里
案
内
」
と
し
て
、
三
冊
と
注
す
る
こ
と
か
ら
、
下
巻
に
絵
図
が
あ

っ
て

完
本
は
三
冊
の
可
能
性
が
あ
る
。
日
本
全
国
四
十
三
か
所
の
遊
廓

・
茶
屋
等
に
つ
い
て
そ
の
縁
起

・
沿
革
を
記
し
、
特
に
京
都
島
原

・
大

坂
新
町
の
廓
に
つ
い
て
は
、
女
郎
名
寄
せ
、
揚
屋

・
茶
屋
家
名
、
揚
銭
等
を
も
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
吉
原
に
つ
い
て
は

「先
輩

の
書
」
に
詳
し
け
れ
ば
と
て
、
揚
屋

・
女
郎
屋
の
数
を
記
さ
な
い
。

こ
の
書
は

『色
里
三
所
世
帯
』
と
同
年
の
正
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『色
里
三
所
世
帯
』
が
六
月
刊
行
で
あ
る
か
ら
、
版
行
を
急

い

だ
も
の
で
あ
れ
ば
、
ぎ
り
ぎ
り
、
こ
の

『諸
国
色
里
案
内
』
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
偶
然
の

一
致
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
実
際
、
西
村
市
郎
右
衛
門
未
達
の

『好
色
三
代
男
』
が
、
そ
の

一
ヶ
月
後
刊
行
の
西
鶴

の

『好
色
五
人
女
』
の
女
性
た
ち
に
多
く
ふ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
当
時
の
時
代
感
覚
が
求
め
る
も
の
に
聡
い
作
者
で
あ
れ
ば
、

異
な
る
作
者
で
あ

っ
て
も
、
同

一
の
着
眼
点
を
持

っ
て
、
作
品
化
す
る
可
能
性
は
あ

っ
た
と
考
え
る
。

さ
ら
に
二
書
に
は

「色
里
」
と

い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
三
部

↑
↓
仕
立
て
、
都
島
原
か
ら
始
ま
る
な
ど
の
共
通
項
も
あ
る
。

し
か
し
、
自
家
撞
着
な
が
ら
、
こ
の

『諸
国
色
里
案
内
』
が
三
冊
仕
立
て
で
あ

っ
た
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
疑
間
を
持
つ
。



そ
れ
は
素
朴
な
疑
問
か
ら
で
、
『諸
国
色
里
案
内
』
の
諸
本
い
ず
れ
も
が
、
二
冊
め
に
刊
記
を
持

つ
か
ら
で
あ
る
。

『諸
国
色
里
案
内
』
に
関
す
る
、
長
谷
川
強
氏
の
翻
刻
解
題
②
に
よ
れ
ば
、
絵
図
が
、
下
巻
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
氏

は
、
東
北
大
本
を
底
本
と
さ
れ
て
い
る
。
も
う

一
種
の
翻
刻
は

『未
刊
文
芸
資
料
』
に
朝
倉
治
彦
氏
に
よ
っ
て
載
せ
ら
れ
、
解
題
は
中
村

幸
彦
氏
が
担
当
さ
れ
て
い
る
。
底
本
は
忍
頂
寺
本
で
あ
る
。
そ
の
解
題
で
、
中
村
氏
は
元
禄
五
年
刊

『広
益
書
籍
目
録
大
全
』
に

「三

色
里
案
内
者
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
三
冊
め
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
三
冊
め
に
絵
図
の
存
在
の
可
能
性
を
本
文
と
の
整
合
性
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
氏
も
こ
の
説
を
承
け
ら
れ
て
の
解
題
で
あ
る
。

前
述
の
野
間
氏
も
そ
の
説
を
と

っ
て
お
ら
れ
る
の
で
従
い
た
い
。
た
だ
管
見
を
加
え
れ
ば
、
調
査
し
た
京
都
大
学
文
学
部
頴
原
文
庫
本

は
、
父
君
謙
三
氏
に
よ
る
書
写
本
で
あ
る
が
、
内
題
に

「並
び
因
縁
揚
屋
し
は
ら
ひ
付
」
と
あ
る
。
二
冊
本
の
本
文
に
揚
屋
の
料
金
が
散

見
で
き
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
付
録
と
し
て
こ
れ
を
書
留
め
た
も
の
が
三
冊
め
の

「因
縁
揚
屋
し
は
ら
ひ
」
で
は
な
い
か
と
推
論
す
る
。

必
ず
し
も
絵
図
で
あ
る
必
要
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
は
さ
ら
な
る
調
査
を
課
題
と
し
た
い
。

さ
て
、
そ
の

『諸
国
色
里
案
内
』
を
し
て
も
、
諸
国
の
色
里
紹
介
で
あ
り
、
三
都
は
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
三
都
に
し
ぼ
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
後
年
、
柳
亭
種
彦
を
し
て
、
江
戸
の
記
述
に
間
違
い
多
し
と
指
摘
さ
れ
た
書
で
も
あ
る
。

さ
す
れ
ば
、
三
都
の
色
里
に
絞
り
、
そ
こ
を
舞
台
に
し
た
作
品
は

『色
里
三
所
世
帯
』
が
嗜
矢
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

四
、

『
色

里

三
所
世
帯
』
と

三
都

こ
こ
で
や

っ
と
、
『色
里
三
所
世
帯
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
作
品
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
書
誌
的
な
こ
と
や
梗
概
に
つ
い
て

は
、
以
下
冨
士
昭
雄
氏
の

「解
題
」
を
あ
げ
る
。

本
書
は
大
本
三
巻
四
冊
、
各
巻
五
章

（五
話
）、
全
十
五
章
か
ら
成
る
短
編
小
説
集
で
あ
る
。
貞
享
五

（
一
六
八
八
）
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

ｏ
大
坂

・
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一



『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

・
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬

一

版
元
は
原
本
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
元
禄
九

（
一
六
九
六
）
年
の

『増
益
書
籍
目
録
大
全
』
等
か
ら
大
坂
の
書
肇
、
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
判
明
す

る
。
（中
略
）
本
書
は
、
京
の
東
山
岡
崎
に
二
十
四
歳
で
若
隠
居
し
た
浮
世
の
外
右
衛
門
が
、
金
の
あ
る
の
に
ま
か
せ
て
女
色
道
に
打
ち
込
み
、
京

・
大
坂

・
江
戸
の
三
都
で
、
様
々
な
途
方
も
な
い
遊
興
を
し
尽
く
す
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
作
品
の
構
成
は
、
右
の
三
都

（三
所
）
の
話
を
上

・
中

・
下
の
三
巻
と
し
て
、
ま
た
各
巻
は
五
章

（五
話
）
ず
つ
か
ら
成
る
。
下
巻
は
第

一
・
二
章
の
二
話
と
第
三

・
四

・
五
章
の
三
話
と
を
そ
れ
ぞ
れ
分

冊
し
て
、
計
四
冊
と
す
る
。

本
書
の
内
容
は
、
他
の
西
鶴
作
品
に
比
べ
て
わ
い
雑

・
低
俗
な
節
が
あ
る
と
し
て
、
以
前
西
鶴
作
品
を
疑
う
説
も
出
た
が
、
現
在
は
岸
得
蔵
等
に

よ
る
、
文
体

・
筆
致

・
連
想
な
ど
に
関
す
る
精
細
的
確
な
研
究
か
ら
、
西
鶴
作
と
認
め
ら
れ
て
い
る
一
。

右
に
み
る
よ
う

に
、
作
品
の
趣
向
は
、
主
人
公
外
右
衛
門
が
京
都
、
大
坂
、
江
戸
と
好
色
遍
歴
し
て
江
戸
で
好
色

の
呆
て
の
間
死
を
と

げ
る
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
の
点

で
は
、
『浮
世
栄
花

一
代
男
』
と
と
も
に
、
『好
色

一
代
男
』
を
追
随
し
た
作
品
と

い
え
る
か
も
知
れ

な

い
。

も

っ
と
も
、
『好
色

一
代
男
』
や

『諸
艶
大
鑑
』
、
『好
色
盛
衰
記
』
に
は
、
多
く

の
三
都
の
遊
女
が
登
場
す
る
も

の
の
、
諸
国
咄
形
式

を
と

っ
て
お
り
、
三
都

の
遊
里
だ
け
を
論
じ
た
も

の
で
は
な

い
。

貞
享
五
年

の

『色
里
三
所
世
帯
』
こ
そ
三
都
を
正
面
か
ら
扱

っ
た
作
品
な

の
で
あ
る
。

粗

々
な
が
ら
、
以
下
に

『色
里
三
所
世
帯
』

の
筋
と
、
三
都
に
か
か
わ
る
言
葉
を
抜
き
出
し
て
み
た
。

【京
都
】

・
浮
世

の
外
右
衛
門

（一
一十
四
歳
）

・
京
都

の
東
山
岡
崎
に
住
む
若
隠
居
で
生
ま
れ
な
が
ら
の
金
持
ち
。

Ｌ

た
だ
人
の
も
て
あ
そ
び
は
女
道
と
思
ひ
入
」
、
楽
し
み
は
酒
淫
美
食
。

・
二
十
四
人

の
妾
女
と
戯
れ
る
が
、
や
が
て
、
跡
継
ぎ
産
み
た
さ
の
騒
動

に
発
展
し
、
素
人
女

に
辟
易
と
し
、
島
原

の
遊
女
狂

い



翁
太
夫
天
職
か
り
そ
め
に
も
十
四
、
五
人
の
一
座
し

を
し
、
東
山
大
尽
と
呼
ば
れ
る
。
末
社
遊
び
の
豪
遊
も
す
る
。

・
島
原
の
大
夫
を
千
五
百
両
で
身
請
け
し
て
、
所
帯
を
持
つ
。

【大
坂
】

ｏ
新
町
の
遊
女
狂
い
と
末
社
遊
び
。

・
四
つ
橋
で
の
大
鼓
も
ち
た
ち
と
の
男
世
帯
。

・
「京
よ
り
薪
や
す
し
。
米
自
由
に
し
て
、
酒
か
ら
く
、
延
紙
は
吉
野
よ
り
手
廻
し
よ
く
、
伽
羅
は
堺
よ
り
取
よ
せ
、
南
請
に
ふ
ん

ど
し
の
干
場
も
よ
し
」
（中
∠

こ

・
未
婚
娘
の
後
家
仕
立
て
遊
び
。

・
木
津
川
で
の
屋
形
船
遊
び
。

・
住
吉
社
に
向
か
う
途
次
で
の
色
女
と
の
出
会
い
。

ム
大
坂
に
世
帯
持
と
い
ふ
は
、
太
較
を
名
代
に
し
て
、
内
証
は
我
ま
ま
に
し
て
の
た
の
し
み
、
又
う

へ
も
も
な
き
願
ひ
。
…
…
其

身
は
新
町
を
家
に
し
て
」
（中
ノ
五
）

Ｌ
女
郎
と
名
の
付
た
る
を
ひ
と
り
も
残
さ
ず
、
毎
日
壱
人
づ
つ
揚
げ
」
た
う
え
に
素
人
女
と
も
遊
ぶ
。

・
美
女
ば
か
り

「遊
女
に
て
四
人
素
人
女
に
十

一
人
」
と
所
帯
を
持
つ
。

【江
戸
】

・
太
鼓
持
ち
た
ち
と
逢
坂
の
関
を
こ
え
て
、
東
海
道
を
江
戸
へ
と
下
る
。

・
浅
草
の
今
全
盛
の
大
鼓
も
ち
、
源
次
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
る
。

・
元
吉
原
の
裏
店
で
を
借
り
て
、
太
鼓
持
ち
た
ち
と
男
世
帯
を
す
る
。

『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

。
江
戸

一一一一一一



『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

・
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四

・
吉
原
で
太
夫
全
員
集
め
た
上
で
の
三
十
日
買
い
切
り
の
大
尽
遊
び
。

・
太
夫
小
紫
を
三
千
五
百
両
で
身
請
け
す
る
が
、
太
夫
勤
め
は
続
け
る
。

ｏ
上
方
か
ら
連
れ
て
き
た
太
鼓
持
ち
十

一
名
と
と
も
に
女
嫌
い
と
な
り
ぶ
ら
ぶ
ら
病
と
な
る
。

・
小
塚
原
で
の
草
庵
暮
ら
し
。

二
人
間

一
代
を
十
五
さ
い
よ
り
六
十
三
ま
で
に
つ
も
り
、
さ
か
ん
四
十
五
年
が
間
、
昼
夜
の
女
遊
を
勘
定
せ
ば
、
い
づ
れ
も
大
分

算
用
残
り
有
べ
し
。」
（下
ノ
五
）

・
外
右
衛
門
は
極
楽
往
生
を
願

っ
た
が
、
夢
に
太
夫
、
幻
に
後
家
が
立
ち
、
現
に
京
の
妾
ど
も
が
あ
ら
わ
れ
、
後
ろ
か
ら
は
大
坂
で

だ
ま
し
た
娘
が
と
り

つ
き
、
前
か
ら
は
置
き
去
り
に
し
た
女
房
が
と
り
つ
く
の
で
、
気
力
が
衰
え
、
最
期
は
太
鼓
持
ち
共
々
、
女

の
執
心
に
呵
ま
れ
、
悶
死
し
た
。

【三
都
】

・
「京
と
武
蔵
と
難
波
に
、
民
の
竃
の
三
所
所
帯
を
か
ま

へ
」
（上
ノ
こ

ム
外
右
衛
門
は
そ
な
は
り
し
福
者
、
三
万
三
千
両
の
光
り
、
是
を
三
つ
に
分
て
、
京
、
大
坂
、
江
戸
に
て
皆
に
す
る
覚
悟
」
（上
ノ

五
）

・
「
い
づ
れ
も
鯛
は
、
京
も
大
坂
も
江
戸
も
、
人
皆
是
を
ほ
め
け
り
。」
（下
∠
こ

ム
外
右
衛
門
は
今
の
世
の
大
臣
、
そ
の
子
細
は
、
諸
分
は
京
の
嶋
原
に
身
を
な
し
、
日
舌
は
大
坂
の
新
町
に
魂
を
く
だ
き
、
は
り

つ
よ
き
所
を
江
戸
の
よ
し
は
ら
に
見
初
」
（下
∠
こ

・
「
三
令
の
津
の
女
好
み
、
さ
ま
さ
ま
の
罪
を

つ
く
ら
せ
、
其
報
ひ
眼
前
に
身
を
せ
め
、
男
ざ
か
り
の
我
々
、
東
の
土
と
果
ん
事
、

残
念
な
る
顔

つ
き
す
れ
ば
」
（下
ノ
五
）



こ
れ
を
見
る
限
り
、
結
論
を
急
ぐ
よ
う
な
が
ら
、
『色
里
三
所
世
帯
』
は
、
単
に
京
都
島
原
、
大
坂
新
町
、
江
戸
吉
原
の
三
大
遊
廓
を

わ
た
り
歩
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
遊
廓
周
辺
に

「世
帯
」
を
構
え
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
の
が
わ
か
る
。
ま
さ
に

「
三
所
世
帯
」

な
の
で
あ
る
。

そ
れ
も

『好
色

一
代
男
』
の
よ
う
に
、
寄
寓
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
で
世
帯
を
持

っ
て
い
る
。

京
都
で
は
、
東
山
岡
崎
の
隠
居
屋
で
二
十
四
人
の
妾
と
生
活
し
、
皆
で
女
相
撲
を
催
し
た
り
、
水
風
呂
に
入
る
な
ど
の
毎
日
を
送
る
。

や
が
て
、
そ
の
う
ち
の

一
人
が
懐
妊
す
る
と
と
も
に
、
十
七
人
が
懐
妊
し
、
全
員
が
男
子
を
も
う
け
る
。
そ
れ
で
、
こ
の
生
活
に
ピ
リ
オ

ド
を
打
ち
、
島
原
へ
と
繰
り
出
す
。

島
原
で
は
、
太
夫
、
天
神
と
り
ま
ぜ
て
十
四
、
五
人
の

一
座
で
の
豪
遊
を
し
、
東
山
大
尽
と
呼
ば
れ
る
が
、　
一
人
の
大
夫
を
千
五
百
両

で
身
請
け
し
、
世
話
女
房
に
し
て
い
る
。

大
坂
で
は
、
新
町
の
住
吉
屋
、
扇
屋
で
の
遊
び
の
あ
と
、
四
つ
橋
に
借
り
座
敷
を
し
て
、
大
勢
の
太
鼓
持
ち
た
ち
と
共
同
生
活
を
送

る
。
そ
れ
も
豪
遊
と
い
う
よ
り
、
こ
の
地
を
選
ん
だ
の
は
、
ま
さ
し
く
所
帯

っ
ぼ
く
、
「京
よ
り
薪
や
す
し
。
米
自
由
」
と
い
う
理
由
か

ら
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
こ
に
多
数
の
後
家
を
呼
び
、
遊
ん
で
か
ら
は
、
後
家
に
は
ま
り
、
娘
を
後
家
の
装
東
に
し
て
の
後
家
遊
び
、
こ
の
遊
び

は
、
娘
十
二
人
に

一
人
に
つ
き
、
前
金
で
十
両
ま
で
支
払

っ
て
、
年
季
契
約
ま
で
も
結
ん
で
い
る
。

三
軒
家
で
の
舟
遊
び
、
住
吉
の
松
原
で
の
戯
れ
も
四
つ
橋
を
生
活
基
点
と
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。

も

っ
と
も
、
外
右
衛
門
と
し
て
は
、
「大
坂
に
世
帯
持
と
い
ふ
は
、
太
鼓
を
名
代
に
し
て
」
で
あ
り
、
「其
身
は
新
町
を
家
に
し
て
」
、

新
町
で
の
遊
び
に
励
ん
で
い
る
。
そ
れ
も
太
夫
、
天
神
か
ら
鹿
恋
に
ま
で
及
ぶ
、
廓
の
女
た
ち
す
べ
て
を
相
手
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
後
は
素
人
女
を
毎
日
取
り
替
え
、
三
年
過
ご
し
て
い
る
。

『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

ｏ
江
戸
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大
坂
で
は
、
選
り
す
ぐ
り
の
美
女
で
あ
る
遊
女
四
人
、
素
人
女
十

一
人
を
裏
座
敷
に
囲
い
な
が
ら
、
皆
捨
て
て
、
太
鼓
も
ち
た
ち
と
江

戸

へ
と
下

っ
て
し
ま
う
。

江
戸
で
は
、
ま
ず
、
浅
草
の
有
名
な
太
鼓
も
ち
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
る
。
そ
の
後
、
元
吉
原
の
裏
店
を
借
り
て
、
男
世
帯
を
始
め

る
。
水
道
の
水
も
飲
み
な
れ
た
頃
、
吉
原
に
行
き
、
こ
こ
で
も
、
太
夫
全
員
を
集
め
た
上
で
の
三
十
日
買
い
切
り
の
大
尽
遊
び
。
外
右
衛

門

一
行
は
吉
原
に
住
む
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
で
は
、
太
夫
小
紫
を
三
千
五
百
両
で
身
請
け
す
る
が
、
太
夫
勤
め
は
そ
の
ま
ま
で
客
は
外
右
衛
門

一
人
と
い
う
贅
沢
。
太
夫
と
の

生
活
は
続
く
が
、
貯
え
は
後

一
年
ほ
ど
の
金
と
な

っ
て
し
ま
う
。

そ
う
こ
う
す
る
中
、
外
右
衛
門
は
、
太
鼓
持
ち
と
も
ど
も
女
嫌

い
と
な
り
、
ぶ
ら
ぶ
ら
病
と
な
り
、
吉
原
に
近

い
小
塚
原
に
庵
を
結

び
、
皆
、
今
ま
で
に
棄
て
て
き
た
女
た
ち
の
幻
に
呵
ま
れ
な
が
ら
、　
一
人
残
ら
ず
、
枕
を
並
べ
て
死
ん
で
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
話
の
筋
を
追
え
ば
、
外
右
衛
門
の
人
物
形
象
は
、
京
都

・
大
坂

・
江
戸
と
好
色
遍
歴
を
重
ね
た
往
生
な
が
ら
、
『好
色

一

代
男
』
の
よ
う
に
永
遠
の
性
の
謳
歌
と
言
う
よ
う
な
前
向
き
な
も
の
で
は
な
く
、
大
尽
遊
び
の
あ
げ
く
に
零
落
し
、
死
ん
で
い
っ
た
悲
し

い
遊
蕩
児
の
末
路
と
読
め
て
く
る
。

ま
た
、
こ
の
間
に
二
十
四
歳
の
青
年
は
、
確
実
に
年
を
重
ね
て
い
る
。
京
都
で
、
大
坂
で
、
江
戸
で
世
帯
を
持

っ
て
、
ど
の
く
ら
い
の

月
日
が
経

っ
た
か
は
如
何
様
に
で
も
解
釈
で
き
る
。
一象
遊
は
す
る
も
の
の
、
世
帯
そ
の
も
の
は
質
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
万
三
千
両
を

使

い
切
る
に
は
相
当
の
月
日
を
擁
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

「十
五
さ
い
よ
り
六
十
三
ま
で
に
つ
も
り
」
の
よ
う
な
吐
露
を
外
右
衛
門
に
さ
せ
て
い
る
の
も
、
外
右
衛
門
が
六
十
三
歳
を
越
え
て
、

す
で
に
男
性
と
し
て
の
肉
体
的
な
衰
え
の
中
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

六
十
歳
を
越
え
て
、
性
の
限
界
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
て
死
ん
で
い
く
哀
れ
な
外
右
衛
門
。



そ
の
意
味
で
は
、
『好
色

一
代
男
』
の
六
十
歳
を
越
え
た
世
之
介
が
掲
げ
た
性

へ
の
挑
戦
に
対
す
る
反
措
定
的
な
人
物
と
言
え
る
か
も

知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

五
、
三
都
か
ら
み
る

『色
里
三
所
世
帯
』
と

『諸
艶
大
鑑
』

そ
れ
で
は
、
『色
里
三
所
世
帯
』
は
、
『好
色

一
代
男
』
の
世
界
に
一
番
近
い
か
と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
世
之
介

と
違
い
、
外
右
衛
門
の
場
合
は
、
「た
だ
人
の
も
て
あ
そ
び
は
女
道
と
思
ひ
入
」
と
言
う
女
色

一
本
の
好
色
男
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
外
右
衛
門
の
同
系
は
、
『諸
艶
大
鑑
』
の
世
伝
と
す
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

世
之
介
の
息
子
世
伝
は
、
諸
国
を
好
色
遍
歴
し
、
三
十
三
歳
で
大
往
生
を
遂
げ
る
。
そ
の
世
伝
の
臨
終
に
は
、
先
だ
っ
た
太
夫
た
ち
が

菩
薩
の
姿
で
来
迎
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
『色
里
三
所
世
帯
』
は
今
ま
で
に
棄
て
て
き
た
女
た
ち
の
幻
に
呵
ま
れ

な
が
ら
死
ん
で
い
く
。
色
道
の
成
功
者
と
し
て
成
仏
す
る
世
伝
に
対
し
、
色
道
の
敗
残
者
と
し
て
地
獄
に
堕
ち
て
い
く
よ
う
な
こ
の
外
右

衛
門
の
設
定
は

『諸
艶
大
鑑
』
を
意
識
し
て
創
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『諸
艶
大
鑑
』
最
終
章
、
巻
八
の
五
に
は
、

「二
十
よ
り
う
ち
の
さ
は
ぎ
は
、
此
道
に
入
、
皆
足
代
」
と
、
分
知
り
和
尚
も
、
と
き
た
ま
へ
り
。
そ
れ
よ
り
十
年
、
大
興
に
入
て
、
太
夫
の
有

が
た
ひ
所
を
覚
、
四
十
よ
り
内
に
、
留
る
事
を
さ
と
ら
ず
ば
、
揚
げ
銭
の
淵
に
沈
む
事
、
ま
の
ま
へ
也
。

と

い
う
警
鐘
が
あ
る
。
外
右
衛
門
の
死
を
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
警
鐘
を
無
視
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
『諸
艶
大
鑑
』
冒
頭
、
巻

一
の

一
に
は
、

日
前
の
喜
見
城
と
は
、
よ
し
原
・
島
原

ｏ
新
町
、
此
三
箇
の
津
に
ま
す
、
女
色
の
あ
る
べ
き
や
。

と

い
う
三
都
の
色
里
世
界
を
形
象
化
し
よ
う
と
す
る
作
品
化
の
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
『色
里
三
所
世
帯
』
創
作
時
に

『諸

『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

・
江
戸
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艶
大
鑑
』
を
意
識
し
た
可
能
性
は
と
て
も
高
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
『色
里
三
所
世
帯
』
上
ノ
ニ
で

「女
護
が
嶋
」
の
語
が
、

髪
も
さ
な
が
ら
女
護
の
嶋
、
男
の
す
が
た
は
見
ず
共
、
せ
め
て
や
其
袖
風
も
な
つ
か
し
と
…
…

と
あ
る
の
も
、
『諸
艶
大
鑑
』
と
の
関
係
で
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
不
明
な
点
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
『諸
艶
大
鑑
』
の
終
焉
が

る
の
に
対
し
て
、
な
ぜ
、
『色
里
三
所
世
帯
』
は

「江
戸
」
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下

「京
都
」

都
意
識
か
ら
考
察
を
す
す
め
た
い
。

『色
里
三
所
世
帯
』
の
場
合
、
上
ノ

一
に
は
、

我
ま
ま
な
る
遊
楽
、
王
城
の
思
ひ
出
に
は
、
誰
と
が
む
る
事
な
く
、
又
上
も
な
き
奢
ぞ
か
し
。
（波
線
は
森
田
。
以
下
同
じ
。）

と
、
「京
都
」
に
は
大
名
が
い
な
い

「王
城
」
の
地
で
あ
る
た
め
に
、
自
由
気
ま
ま
な
贅
沢
な
遊
興
生
活
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
「大
坂
」

の
地
に
つ
い
て
は
、
中
ノ
三
に

愛
も
天
下
の
町
人
な
れ
ば
こ
そ
、
世
間
を
恐
れ
ず
、

と
、
天
下
の
町
人

の
町
で
、
将
軍
様
の
い
る

「
江
戸
」
よ
り
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
に
、
好
き
放
題
な
遊
興
が
で
き
る
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
天
和
三
年
以
来
頻
繁
に
出
さ
れ
た

「奢
修
禁
令
」
を
意
識
し
て
の
二
都

の
位
置
づ
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。

実
際
、
外
右
衛
門
は

「京
都
」
で
は
東
山
で
、
「大
坂
」
で
は
三
軒
家
で
豪
快
な
遊
興
を
す
る
が
、
そ
れ
が

「江
戸
」
に
お
い
て
は
、

吉
原
の
廓
の
中
に
限

っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
外
右
衛
門
に
と

っ
て
、
「江
戸
」
は
閉
塞
の
地
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

「大
坂
」
で
あ

も
含
め
て
三



『色
里
三
所
世
帯
』
は
、
版
元
が

「大
坂
」
の
雁
金
屋
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
三
都
版
が
主
流
に
な
り

つ
つ
あ
る
時
代
に
、
あ
え

て
、
ロ
ー
カ
ル
な
読
者
を
対
象
と
し
て
作
品
を
形
成
し
た
と
す
れ
ば
、
「江
戸
」
で
悶
死
す
る
の
も
納
得
で
き
る
終
焉
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
「江
戸
」
は
単
に
政
治
都
市
で
あ
る
と
い
う
閉
塞
感
だ
け
で
な
く
、
巨
大
都
市
ゆ
え
の
恐
怖
に
似
た
居
心
地
悪
さ
が
あ
る

の
か
も
知
れ
な
い
。
下
ノ

一
で

江
戸
は
女
の
す
く
な
き
所
を
今
覚
て
、
尤
こ
の
数
百
万
人
の
男
に
、
其
相
手
は
た
ら
ぬ
は
づ
な
り
。

と
人
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
当
時
の
人
々
の
驚
き
は
、
『
日
本
永
代
蔵
』
で
江
戸
日
本
橋
南
詰
を
描
い
て
、

流
石
諸
国
の
人
の
集
り
、
山
も
更
に
う
ご
く
が
ご
と
く
、
京
の
祗
園
会
、
大
坂
の
天
満
に
か
は
ら
ず

（巻
三
の
一
）

と
す
る
心
境
と

一
致
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
、
色
里
に
つ
い
て
は
、
「江
戸
」
の
吉
原
の
記
述
の
方
が

「京
都
」
の
島
原
、
「大
坂
」
の
新
町
よ
り
具
体
的
で
、
太
夫
小
紫
な
ど

延
宝
期
を
代
表
す
る
太
夫
た
ち
の
名
前
が
連
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
遊
廓
の
事
実
を
伝
え
る
べ
き
、
先
日
の

『諸
国
色
里
案
内
』
が
島
原
、
新
町
の
詳
細
を
伝
え
な
が
ら
、
こ
と
吉
原
の
こ
と
に

な
る
と

「先
輩
の
書
」
に
譲
る
と
し
て
、
吉
原
の
記
述
が
圧
倒
的
に
少
な
く
な
る
こ
と
と
相
対
的
に
と
ら
え
る
べ
き
事
象
と
考
え
る
。

『諸
国
色
里
案
内
』
の
場
合
、
「京
都
」
の
版
元
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
読
者
も
京
、
大
坂
の
人
を
多
く
想
定
し
、
作
者
が
書
く
島
原
、

新
町
に
つ
い
て
は
間
違
い
の
な
い
も
の
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
さ
り
と
て
、
「江
戸
」
も
間
違

い
な
く
そ
の
レ
ベ
ル
で
書
く
べ
き
な
の

で
あ
る
が
、
資
料
が
足
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
逃
げ
方
を
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
『色
里
三
所
世
帯
』
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
を
伝
え
る
必
要
性
は
な
く
、
フ
ィ
グ
シ
ヨ
ン
と
し
て
読
者
の
期
待
を
満
足
さ
せ
れ

ば
い
い
の
で
、
読
者
に
知
り
尽
く
さ
れ
た
島
原
、
新
町
よ
り
、
馴
染
み
の
薄
い
江
戸
吉
原
の
方
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
し
や
す
か
っ
た
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

・
江
戸

三
九
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そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
『色
里
三
所
世
帯
』
が
色
里
物
語
と
し
て
読
者
の
期
待
を
最
後
ま
で
引
き

つ
け
る
に
は
、
江
戸
を
最
終
巻
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
先
述
の

『諸
艶
大
鑑
』
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

版
元
は

「大
坂
呉
服
町
心
斎
橋
、
池
田
屋
三
郎
右
衛
門
」
の
単
独
版
で
あ
る
。
『色
里
三
所
世
帯
』
の
場
合
と
同
様
に
考
え
れ
ば
、
読

者
の
想
定
は
大
坂
中
心
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
主
人
公
世
伝
が
昇
天
す
る
の
は

「大
坂
」
の
地
で
あ
る
と
推
論
す
れ
ば
、

そ
れ
は
あ
ま
り
に
短
絡
的
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

『諸
艶
大
鑑
』
が
刊
行
さ
れ
る

一
ヶ
月
前
に
は

『好
色

一
代
男
』
の
江
戸
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『好
色
二
代
男
』
と
角
書
き
し
た

『諸
艶
大
鑑
』
が
、
こ
の
よ
う
な

『好
色

一
代
男
』
の
続
刊
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
全
国
の
読
者
の
求
め
に
乗
じ
て
い
た
こ
と
も
確
か
で

あ
る
。

ま
た
、
『諸
艶
大
鑑
』
が
随
所
で
遊
女
評
判
記
の
方
法
を
意
識
し
て
、
そ
の
上
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
有
働
裕
氏
の

一
連
の
ご
論
考
中

が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

か
か
る
事
情
を
鑑
み
れ
ば
、
先
に
示
し
た
冒
頭
部
分
で
企
図
し
た
三
都
の
遊
里
物
語
を
さ
ら
に
広
げ
て
、
全
国
の
読
者
の
た
め
に
新
し

い
諸
国
遊
里
物
語
を
創
作
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
、
そ
の
諸
国
遊
里
物
語
の
中
で
、
よ
り
に
よ

っ
て
、
「大
坂
」
の
地
に
戻

っ
て
昇
天
す
る
と
い
う
行
為
は
注
目
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
思

い
浮
か
ぶ
の
は

『西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
の
最
終
章

「銀
が
落
と
し
て
あ
る
」
で
あ
る
。

こ
の
話
の
眼
目
は
、
大
坂
か
ら
江
戸

へ
と
下
り
、
江
戸
で

一
生
生
活
で
き
る
程
の
富
を
儲
け
て
戻

っ
て
き
て
楽
に
暮
ら
す
商
人
に
、
大

坂
で
食
い
詰
め
た
馬
鹿
が
つ
く
ほ
ど
の
正
直
者
が
、
江
戸
で
成
功
す
る
商
売
を
伝
授
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
商
人
は
こ
の
正
直
者



に
江
戸
で
銀
を
拾
う
商
売
が
い
い
と
勧
め
た
と
こ
ろ
、
本
気
で
信
じ
、
結
局
商
人
た
ち
の
陰
な
が
ら
の
助
力
も
得
て
成
功
す
る
と
い
う
話

で
あ
る
。

こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、
こ
の
成
功
し
た
商
人
像
で
あ
る
。
大
坂
の
商
人
が
う
ら
や
ま
し
く
思
う
、
理
想
の
商
人
像
は
、
「大
坂
」
か

ら

「江
戸
」
に
棚
を
出
し
て
、　
一
生
分
の
大
儲
け
を
し
て
再
び

「大
坂
」
に
戻
り
、
楽
隠
居
す
る
と
い
う
姿
な
の
で
あ
る
。

『諸
艶
大
鑑
』
の
世
伝
も

「女
色
の
道
」
で
成
功
し
て
帰

っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
生
ま
れ
は
京
都
な
が
ら
、
「江
戸
」
で
成
功
し
て
再

び

「大
坂
」
に
帰
る
と
い
う
大
坂
商
人
の
王
道
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
そ
う
す
る
と
、
や
は
り

『諸
艶
大
鑑
』
が
大
坂
中
心
の
読
者
を
狙

っ
た
可
能
性
は
否
め
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合

は
、
三
都
版
と
い
う
機
構
が
出
来
る
前
で
あ
る
。
『色
里
三
所
世
帯
』
は
三
都
版
以
降
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
坂
版
な
の
で
あ

Ｚθ
。も

っ
と
も

『色
里
三
所
世
帯
』
の
作
者
の
思
い
と
は
別
に
、
書
卑
の
思
惑
だ
け
か
ら
、
三
都
版
と
な
り
、
再
編
改
題
し
た

『好
色
兵

揃
』
の
版
行
に
つ
な
が

っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

六
、
西
鶴
と
三
都

し
か
し
、
二
つ
の
作
品
の
終
焉
の
地
は
、
西
鶴
の
三
都
意
識
の
問
題
と
し
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

『
日
本
永
代
蔵
』
（貞
享
五
年
）
の
場
合
、
あ
れ
だ
け
多
く
の
商
人
像
を
描
き
な
が
ら
、
商
人
の
町

「大
坂
」

夫
婦
世
帯
で
終
わ

っ
て
い
る
。

「京
都
」
の
三

し
か
し
、
意
外
な
こ
と
に

『
日
本
永
代
蔵
』
を
読
め
ば
、
諸
国
商
人
咄
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
断
片
的
に
大
坂
の

商
人
や
商
売
が
出
て
く
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
正
面
か
ら
闊
達
な
商
都

「大
坂
」
を
描
い
た
も
の
は
、
存
外
少
な
く
、
巻

一
の
三

「浪
風

『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

・
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一

で
は
な
く



『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

・
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

静
に
神
通
丸
」
の
み
と
言

っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
「京
都
」
の
商
人
を
扱

っ
た
話
は
、
巻

一
の
二

「
二
代
目
に
破
る
扇
の
風
」
か
ら
始
ま
り
、
巻
二
の

一

「世
界
の
借

屋
大
将
」
、
巻
四
の

一

「祈
る
じ
る
し
の
神
の
折
敷
」
、
こ
れ
に
淀
、
伏
見
、
山
城
の
話
を
加
え
れ
ば
、
大
坂
を
圧
倒
し
て
い
る
。

さ
ら
に

「江
戸
」
と
な
る
と
、
巻

一
の

一

「初
午
は
乗
て
く
る
仕
合
」
に
続
き
、
巻

一
の
四

「昔
は
掛
算
今
は
当
座
銀
」
の
三
井
八
郎

右
衛
門
高
平
、
巻
三
の

一　
コ
烈
じ
や
う
常
と
は
か
は
る
間
薬
」
、
巻
四
の
三

「仕
合
の
種
を
蒔
銭
」
、
巻
六
の
二

「見
立
て
養
子
が
利
発
」

な
ど

「京
都
」
を
凌
ぐ
数
で
あ
る
。

あ
げ
く
は
巻
二
の
三

「才
覚
を
笠
に
着
る
大
黒
」
の
よ
う
に
京
を
下

っ
て
、
江
戸
成
功
し
た
商
人
ま
で
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
象
を

『色
里
三
所
世
帯
』
の
視
座
か
ら
見
れ
ば
、
三
都
版
ゆ
え
の
江
戸
、
京
都

へ
の
配
慮
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
が
、
北
御
堂
の
書
肇
森
田
庄
太
郎
の
意
志
な
の
か
、
西
鶴
が
読
者
に
与
え
た
サ
ー
ビ
ス
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
読
者

の
三
都
意
識
に
応
じ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

巻

一
の
二
は

「京
都
」
、
巻

一
の
三
は

「大
坂
」
、
巻

一
の
四
は

「江
戸
」
で
あ
る
。
三
都
の
均
衡
意
識
は
こ
こ
か
ら
も
窺
え
る
と
言
え

卜よ
うヽノ。

巻

一
の

一
で
は
、
「江
戸
」
の
俄
分
限
の
商
人
を

「万
歳
楽
」
で
飾

っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
以
上
、
最
終
話
は

「京
都
」
の
商
人

へ

の
賞
賛
で
終
わ
ら
な
け
れ
ば
、
「大
坂
」
商
人
と
し
て
の
西
鶴
の
立
場
が
な

い
。
そ
の
よ
う
な
謙
抑
の
心
か
ら
の
終
章
で
は
な
い
か
と
推

し
量
る
次
第
で
あ
る
。

蛇
足
な
が
ら
。
右
の
論
を
用
い
れ
ば
、
三
都
版

『世
間
胸
算
用
』
の
最
終
章
が
、
大
晦
日
の
掛
乞
い
と
は
関
係
な
い
、
「長
久
の
江
戸

棚
」
で
終
わ

っ
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
分
析
し
た
が
、
三
都
版
に
受
容
者
側
の
読
者
、
作
家
の
意
識
を
求
め
た
が
、
三
都
版
が
単
な
る
出
版
流
通
機
構
の
変
容



に
す
ぎ
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
『色
里
三
所
世
帯
』
の
作
家
意
識
と
し
た
場
合
、
そ
れ
が
西
鶴
で
あ
る
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
。
三
都
が

「京
都
」
「大
坂
」
「江
戸
」
と
い
う
順
番
に
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
課
題
は
山
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
考
を

『色
里
三
所
世
帯
』
を
視
座
と
し
て
、
貞
享
期
の
読
者
の
三
都
意
識
を
探
る
、　
一
つ
の
足
が
か
り
と
し
た
も
の
と
し
て
ご
理
解

い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
て
結
び
と
し
た
い
。

「貞
享
三
年
の
西
鶴
」
『西
鶴
研
究
序
説
』
（新
典
社
）

一
九
八

一
年
刊
。

芸
能
史
研
究
会
編

『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
　
第
九
巻
』
Ｔ
三

書
房
）

一
九
七
四
年
刊
。

『新
編
　
西
鶴
全
集
第
三
巻
』
（勉
誠
出
版
）
二
〇
〇
三
年
刊

「解
題
」
に
よ
る
。

『西
鶴
は
な
し
の
想
像
力
』
（翰
林
書
房
）

一
九
九
八
年
刊
。

テ
キ
ス
ト
に
は

『定
本
　
西
鶴
全
集
』
（中
央
公
論
社
）
及
び

『対
訳
西
鶴
全
集
』
（明
治
書
院
）
を
用
い
、
旧
字
、
句
読
点
等
適
宜
改
訂
し
た
。

注
(4)(3)(2)(1)

付
記
　
本
稿
は
、
日
本
文
学
協
会
第
二
十
三
回
研
究
発
表
大
会

（二
〇
〇
三

・
七

・
六
、

大
坂

。
江
戸
～
貞
享
期
の
三
都
意
識
を
め
ぐ
っ
て
～
」
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

◆
大
坂

。
江
戸

於
龍
谷
大
学
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た

「西
鶴
と
京
都

ｏ

会
場
で
は
多
数
の
方
々
か
ら
様
々
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
い

（も
り
た
　
ま
さ
や

ｏ
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）

四

三



『色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都

・
大
坂

・
江
戸

【付
表
】
遊
女
評
判
記
と
三
都
の
関
係

〔野
間
光
辰
氏
著

『近
世
遊
女
評
判
記
表
』
（青
裳
堂
書
店
）
お
よ
び
西
山

松
之
助
氏
編

『遊
女
』
（東
京
堂
出
版
）
よ
り
〕

寛
永
十
八
年

（
一
六
四
一
）

寛
永
十
九
年

寛
永
末
年

正
保
年
間

承
応
二
年

（
一
六
五
三
）

明
暦
元
年

（
一
六
五
五
）

明
暦
二
年

明
暦
三
年

万
治
三
年

（
一
六
六
〇
）

寛
文
元
年

（
一
二ハ
エハ
一
）

寛
文
二
年

寛
文
三
年

寛
文
四
年

寛
文
五
年

寛
文
六
年

。
京
都
　
柳
の
馬
場
遊
里
移
転
。

そ
ゞ
ろ
物
語

あ
つ
ま
物
が
た
り

秘
伝
書

左
縄

こ
そ
ぐ
り
草

さ
ん
げ
物
語

桃
源
集

難
波
物
語

ね
物
が
た
り

ま

さ

ぐ

り

ぐ

さ

美
也
古
物
語

桃
源
集
追
加

ｏ
江
戸
　
明
暦
の
大
火
。

高
屏
風
く
だ
物
が
た
り

吉
原
か
ゞ
み

高
尾
物
語

吉
原
用
文
章

を
か
し
男

吉
原
伊
勢
物
語

空
直
な
し

讃
嘲
記
時
之
太
鼓

吉
原
大
全
新
鑑

吉
原
根
元
記

吉
原
袖
か

ゝ
み

島
原
遊
郭
の
始
め
。

大

一
冊
　
江

半

一
冊
　
江

中

一
冊
　
一示一示

横
二
冊
　
一思

大中半大中中
一

元
吉
原
消
失
。

中

一
冊

中 中 半 中半 半

冊 冊 冊 冊 冊 冊 サ冊冊冊冊冊
江江 江江 京江 大  江 江江 京  京京 京京京 京

大

四

四

寛
文
七
年
　
　
士
口
原
す
ゞ
め

遊
女
録

吉
原
花
の
露

寛
文
八
年
　
　
士
口
原
よ
ぶ
こ
鳥

よ
し
原
六
方

吉
原
こ
ま
ざ
ら
い

是
歳
以
前
　
　
士
口
原
か
い
合

吉
原
し
も
し
も
草

吉
原
玉
手
箱

吉
原
心
が
く
抄

吉
原
難
波
草

寛
文
八
年
　
　
こ
の
て
が
し
は

以
前
　
　
　
　
一局
尾
落
し
文

吉
原
太
夫
か
せ
ん

吉
原
つ
れ
づ
れ
草

あ
ざ
け
り
草

女
秘
伝

恋
の
文
尽

寛
文
十
年
？

是
頃

寛
文
十

一
年

寛
文
十
二
年

延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）

是
歳
以
前

吉
原
袖
か
ゞ
み

大

一
冊
　
一示

遊
女
の
大
が
い

江

品
が
わ
り
よ
し
原
新
評
判
記言
口　
　
　
　
　
　
　
江

ぬ
れ
ぼ
と
け

大
三
冊
　
江

吉
原
丸
裸

半

一
冊
　
江

ｏ
大
坂
　
島
原
の
扇
屋
四
郎
兵
衛
、大
坂
新
町
へ
移
る
。

※
大
坂
新
町
遊
郭
の
始
め
。

士
口
原
Ｉ
レ
つ

らヽ
い

半
二
冊

江

蔦
原
太
夫
手
跡
文
章
も
ん
づ
く
し

好
金
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

一
冊

一示

奴
問
答

半 小 半   中

冊 冊 冊   冊

江 江 江 江 江 江 江 江 江 江江 江



秘
伝
集

な
ぞ
な
ぞ

題
林
抄

柴
垣
集

江
戸
物
語

白
露
ほ
ど
の
恋
草

延
宝
三
年
　
　
士
口
原
局
惣
鑑

吉
原
大
ざ

つ
し
よ

山
茶
や
ぶ
れ
笠

是
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